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原村地区都市再生整備計画

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 原村

（H24当初） （H26末） （H28末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 原村 直接 395.5 － －

合計 395.5

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費

（百万円）

全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）
番号 事業者 要素となる事業名

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

原村 原村地区都市再生整備計画事業 道路7,766㎞、公園32,000㎡等 原村

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費

（百万円）
費用便益比

（事業箇所）

0 百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

0 百万円 Ｃ 0 百万円 Ｄ

（H28末)

2,842,919kg-co2/年度 2,842,919kg-co2/年度 2,644,000kg-co2/年度

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
395.5 百万円 Ａ 395.5 百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

人口：原村住民財務課による住民基本台帳の原村人口（３月末） （H23末） （H26末） （H28末)

7,879人 7,879人 8,000人

観光施設利用者数：原村農林商工観光課による八ヶ岳自然文化園、もみの湯、樅の木荘、八ヶ岳美術館の利用者数の合計 （H22末） （H26末） （H28末)

245,610人/年 245,610人/年 250,000人/年

公共施設等における温室効果ガス排出量：原村総務課村づくり係による原村の公共施設の温室効果ガス排出量の合計 （H22末） （H26末）

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標　人も地域も輝く緑豊かな村づくり
　小目標①　人口増加による活性化と持続性ある発展を図る
　小目標②　観光客増加による地域経済の活性化を図る
　小目標③　エコビレッジ（環境や心身にやさしい村）を構築する

　　計画の成果目標（定量的指標）

・原村の人口を7,879人から8,000人に増加
・観光施設利用者数を245,610人から250,000人に増加
・公共施設等における温室効果ガス排出量を2,842,919kg-co2/年度から2,644,000kg-co2/年度に削減

平成28年12月26日



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えてい
る場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0

翌年度繰越額
（f）

0 0 0 0

支払済額
（e）

23.1 28.9 16.61 20.5

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 0

交付額
（c=a+b）

23.1 28.9 16.61 20.5

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0

配分額
（a）

23.1 28.9 16.61 20.5

H24 H25 H26 H27 H28



参考図面（社会資本整備総合交付金　市街地整備）

計画の名称

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 原村

原村地区都市再生整備計画

交付対象



社会資本総合整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要

原村
はらむら

地区都市再生整備計画　（長野
ながの

県原村
はらむら

）



(参考）年次計画

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

事業費

原村 395.5 69.9 64.7 70.8 70.0 120.1

0.0

0.0

0.0

0.0

計 395.5 69.9 64.7 70.8 70.0 120.1

関連社会資本整備事業

交付対象 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

事業費

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

効果促進事業

交付対象 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

事業費

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

395.5 69.9 64.7 70.8 70.0 120.1

17.7% 34.0% 51.9% 69.6% 100.0%累計進捗率　（％）

合計

事業主体事業名 事業箇所名

事業名 事業箇所名 事業主体

事業名 事業箇所名 事業主体

原村地区都市再生整備計画 原村全域



都市再生整備計画（第6回変更）

原村
は ら む ら

地区

長野県　原
は ら

村
む ら

平成２８年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 3,800 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H23 H28

人／年 H22 H28

kg-CO2／年度 H22 H28公共施設等における温室効果ガス排出量
原村村づくり戦略推進室による原村の公共施設の
温室効果ガス排出量の合計

新エネルギー等を活用し、温室効果ガス削減に取り組み 2,842,919 2,644,000

人口 原村住民財務課による住民基本台帳の原村人口(3月末) 転入者の増加が期待される 7,879 8,000

観光施設利用者数
原村農林商工観光課による八ヶ岳自然文化園、もみの湯、樅の木荘、
八ヶ岳美術館の利用者数の合計

観光客や施設利用者の増加が期待される 245,610 250,000

大目標　人も地域も輝く緑豊かな村づくり
　　小目標①　人口増加による活性化と持続性ある発展を図る
　　小目標②　観光客増加による地域経済の活性化を図る
　　小目標③　エコビレッジ（環境や心身にやさしい村）を構築する

（１）八ヶ岳西麓に位置する原村は、農業を基幹産業とし、現在は高原野菜や花卉の一大産地となっています。
（２）人口推移
①都市への人口流出によって昭和50年（5,725人）まで減少が続きました。
②昭和40年代後半に活性化を図るため住宅団地の造成分譲や道路、公共施設の整備などのインフラ整備を実施し、八ヶ岳中央高原の大規模な別荘地開発やペンションの分譲を行いました。
③これらにより昭和51年からは増加に転じ、近年は年間40～50人の増加が続いていましたが、平成23年は24人の増加でした。
（３）平成18～22年度まで都市再生整備計画（八ヶ岳中央高原地区）等に基づき観光の機能再生を主目的とした整備を行い、併せて移住・交流推進事業を実施しています。また、平成19～23年度までは都市再生整備計画（原村西部地区）等に基づき人
口増加と若者定住を主目的とした整備を実施しています。
（４）子育て世代人口の増加を図るために、償還払方式による医療費の無料化、保育料の軽減、検診（健診）の無料化などの子育て支援策や、若者定住促進新築住宅補助などを単独事業で実施しています。
（５）平成23年度に新エネルギー・省エネルギーに関する計画の策定及び推進のための組織を立ち上げ、当該計画の策定作業を行っています。

（１）人口減少社会に対し、人口維持及び子育て世代の確保による年代バランスの維持を図る必要があります。
　　①道路を整備し、生活環境の向上を図る
　　②自然に親しみながら様々な年代が交流できる場を整備する
　　③移住の受け皿として村営住宅及び生活環境を整備する
（２）観光の低迷に対し、観光客増加を図る必要があります。
　　①「ウォーキングによる心とからだのリフレッシュ」をキーワードとした観光メニューを充実する

　第４次原村総合計画（H18～27年度）では、村の将来像を「人も地域も輝く緑豊かな原村」と定め、「村づくりの目標」として「人と自然を大切にした住み良い村づくり」を掲げ、安全で利便性が高く、より美しく快適な生活環境づくりを進めることで、住民生
活の質の向上に努めると規定しています。また　「人と自然を大切にした住み良い村づくり」のひとつとして、地域新エネルギー利用の促進や省エネルギーへの取り組みによる地球温暖化防止対策を掲げています。
　土地利用の構想では、本計画区域を三つのゾーンに位置づけています。「グリーンリゾートゾーン（森林保養地帯）」では、自然と共生した観光施設や宿泊施設、別荘など、自然と景観の中で快適に過ごす空間を形成していることから、自然環境と調和
したリゾート地をめざしています。「リビングゾーン（農業生活地帯）」では、生産と生活が一体となった土地利用が行われてきていることから、各集落の生活環境の改善を図りながら、新築住宅については集落周辺への配慮を行うとともに計画的な居住空
間の整備をめざしています。「テクノパークゾーン（産業公園地帯）」については、サービス業や工業などの産業が集積する労働生産地帯として位置づけ、周囲の豊かな自然環境と調和を保ちながら、クリーンな環境を備えた産業公園地帯とすることをめ
ざしています。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 長野県 原村
はらむら

原村
はらむら

地区
ちく

計画期間 交付期間 28



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

目標１．人口増加による活性化と持続性ある発展を図る
　　①道路を整備し、生活環境の向上を図る
　　②自然に親しみながら様々な年代が交流できる場を整備する
　　③移住の受け皿として村営住宅及び生活環境を整備する

【基幹事業】
道路事業：村道7048号線（中央高原別荘地）
道路事業：村道9002号線（広河原線）
道路事業：村道7254号線（大かつら線）
道路事業：村道5187号線（山道線）
道路事業：村道2007号線（エコーライン）
道路事業：村道6556号線（南原白山線）
道路事業：村道7080号線（ペンション農場線）
公園事業：阿久遺跡公園環境整備
地域生活基盤施設事業：阿久遺跡案内板整備
高質空間形成施設事業：八ヶ岳森の小径案内板等整備
【提案事業】
地域創造支援事業：阿久遺跡利用促進
地域創造支援事業：移住促進事業

目標２．観光客増加による地域経済の活性化を図る
　　①「ウォーキングによる心とからだのリフレッシュ」をキーワードとした観光メニューを充実する
　　②観光施設への道路を整備する

【基幹事業】
道路事業：村道9002号線（広河原線）
道路事業：村道2007号線（エコーライン）
道路事業：村道7080号線（ペンション農場線）
道路事業：阿久遺跡公園環境整備
地域生活基盤施設事業：阿久遺跡案内板整備
地域生活基盤施設事業：ペンション区案内板整備
地域生活基盤施設事業：八ヶ岳高原風景案内板整備事業
高質空間形成施設事業：八ヶ岳森の小径案内板等整備
高質空間形成施設事業：藤尾根の小径整備
【提案事業】
地域創造支援事業：阿久遺跡利用促進
地域創造支援事業：八ヶ岳自然文化園眺望確保
地域創造支援事業：八ヶ岳自然文化園野草園遊歩道整備事業（提案事業）

目標３．エコビレッジ（環境や心身にやさしい村）を構築する
　　①公民協働で新エネルギー・省エネルギーに関する計画を推進するために、公共施設等における温室効果ガス削減に取り組み、住民へ
の普及啓発を行う新エネルギー・省エネルギーを普及啓発する
　　②「ウォーキングによる心とからだのリフレッシュ」の場を充実する

【基幹事業】
道路事業：村道9002号線（広河原線）　（基幹事業／道路）
道路事業：村道7254号線（大かつら線）　（基幹事業／道路）
道路事業：村道6556号線（南原白山線）　（基幹事業／道路）
公園事業：阿久遺跡公園環境整備　（基幹事業／公園）
成施設事業：八ヶ岳森の小径案内板等整備　（基幹事業／高質空間形成施設）
高質空間形成施設事業：藤尾根の小径整備　（基幹事業／高質空間形成施設）
【提案事業】
地域創造支援事業：阿久遺跡利用促進　（提案事業）
地域創造支援事業：八ヶ岳自然文化園眺望確保　（提案事業）
地域創造支援事業：八ヶ岳自然文化園太陽光パネル設置　（提案事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 原　村 直 延長1,650ｍ 25 27 25 27 48.9 48.9 48.9 48.9 －

道路 原　村 直 延長1,500ｍ 24 28 24 28 126.8 126.8 126.8 126.8 －

道路 原　村 直 延長320m 24 27 24 27 35.4 35.4 35.4 35.4 －

道路 原　村 直 延長1,100ｍ 24 25 24 25 25.0 25.0 25.0 25.0 －

道路 原　村 直 延長2,700ｍ 28 28 28 28 79.2 79.2 79.2 79.2 －

道路 原　村 直 延長136ｍ 24 24 24 24 7.0 7.0 7.0 7.0 －

道路 原　村 直 延長360ｍ 26 27 26 27 14.9 14.9 14.9 14.9 －

公園 阿久遺跡公園環境整備 原　村 直 伐採32,000㎡ 24 27 24 27 15.5 15.5 15.5 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 原　村 直 道路案内板4基 24 24 24 24 0.2 0.2 0.2 0.2 －

地域生活基盤施設 原　村 直 案内板１７基 26 26 26 26 2.1 2.1 2.1 2.1 －

高質空間形成施設 原　村 直 － 24 24 24 24 4.5 4.5 4.5 4.5 －

高質空間形成施設 原　村 直 遊歩道350m 25 25 25 25 3.5 3.5 3.5 3.5 －

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 363.0 347.5 363.0 0.0 363.0 － …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

原　村 直 案内看板1基 27 27 27 27 0.5 0.5 0.5 0.5

原　村 直 伐採8,718㎡ 24 25 24 25 5.7 5.7 5.7 5.7

八ヶ岳自然文化園 原　村 直 パネル75枚 24 24 24 24 25.5 25.5 25.5 25.5

原　村 直 26 26 26 26 0.3 0.3 0.3 0.3

原　村 直 ロープ772m、杭418本 26 26 26 26 0.5 0.5 0.5 0.5

合計 32.5 32.5 32.5 0.0 32.5 …B

合計(A+B) 395.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

八ヶ岳自然文化園野草園遊歩道整備事業八ヶ岳自然文化園

事業活用調
査

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

阿久遺跡利用促進 阿久遺跡公園

八ヶ岳自然文化園眺望確保 八ヶ岳自然文化園

八ヶ岳自然文化園太陽光パネル設置

移住促進事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

連携生活拠点誘導施設

阿久遺跡案内板整備

ペンション区案内板整備

八ヶ岳森の小径案内板等整備

藤尾根の小径整備

村道2007号線（エコーライン）

村道6556号線（南原白山線）

村道7080号線（ペンション農場線）

交付期間内事業期間
細項目

村道7048号線（中央高原別荘地）

村道9002号線（広河原線）

村道7254号線（大かつら線）

村道5187号線（山道線）

0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 395.5 交付限度額 158.2 国費率



都市再生整備計画の区域

　原村地区（長野県原村） 面積 3800 ha 区域 原村全域

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。



１．人口増加による活性化と持続性ある発展を図る 人口 （　人　） 7,879 （　２３年度） → 8,000 （　２８年度）

２．観光客増加による地域経済の活性化を図る 観光施設利用者数 （人/年） 245,610 （　２２年度） → 250,000 （　２８年度）

３．エコビレッジ（環境や心身にやさしい村）を構築する 公共施設等における温室効果（㎏‐CO2/年度） 2,842,919 （　２２年度） → 2,644,000 （　２８年度）

　原村地区（長野県原村）　整備方針概要図

目標
代表的

な指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例


整備方針概要図

		

				　原村地区（長野県原村）　整備方針概要図

				目標		１．人口増加による活性化と持続性ある発展を図る		代表的
な指標		人口		（　人　）		7,879		（　２３年度）		→		8,000		（　２８年度）

						２．観光客増加による地域経済の活性化を図る				観光施設利用者数		（人/年）		245,610		（　２２年度）		→		250,000		（　２８年度）

						３．エコビレッジ（環境や心身にやさしい村）を構築する				公共施設等における温室効果ガス排出量		（㎏‐CO2/年度）		2,842,919		（　２２年度）		→		2,644,000		（　２８年度）



【図面作成上の留意点】

・下図は白図を使用し、縮尺は1/10,000～1/25,000を基本とし、適宜調整すること。スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りすること。
・計画に位置付けられた事業について、その位置がわかるように旗揚げし、事業名等を明記すること。関連事業についても旗揚げし、関連事業であることがわかるように記載すること。各事業は以下のように標記すること。
■期間事業、　□提案事業、　○関連事業

・高速道、幹線道、鉄道等の都市の骨格を成す施設及び計画の内容に影響を与える主要な施設を明記すること。
・その他必要な事項を記載するときは、必ず凡例を記入すること。





都市再生整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要

原村
はらむら

地区　（長野県
ながの

原村
はらむら

）



交付限度額算定表（その１） 原村地区　（長野県　原村）

要綱第Ⅲ編イ-10-(1)に掲げる式による交付限度額（X） 百万円 規則第16条第1項に基づく交付限度額（Y) 231,219.0 百万円 本計画における交付限度額 158.2 百万円

規則第16条第１項に基づく限度額算定

Ａｕ ㎡ Ａｐ 1026954 ㎡ 住宅施設 0 円

公共施設の上限整備水準 公共施設の現況整備水準 建設予定戸数（戸） 超高層

区域面積（㎡） 整備水準が明らかになっている類似市街地等からの推定 一般

推定現況整備水準(小数第２位まで) 合計 0

推定公共施設面積（㎡） 0 標準整備費（円/戸） 超高層 一般
北海道特別地区 41,310,000 33,500,000

個別公共施設の積み上げ 北海道一般地区 38,190,000 30,990,000

面積（㎡） 割合 特別地区 49,120,000 35,690,000

道路 847,954 0.02 大都市地区 37,170,000 30,180,000

公園 179,000 0 多雪寒冷地区 41,510,000 32,370,000

広場 - 奄美地区 39,520,000 35,640,000

Ｃｌ 円/㎡ 緑地 - 沖縄地区 30,280,000 30,280,000

単位面積あたりの標準的な用地費 公共施設合計 1,026,954 0.03 一般地区 33,700,000 28,640,000

標準地点数

公示価格の平均値（円/㎡） Cnを考慮しない場合の交付限度額（Y1) 231219 百万円 市街地再開発事業による施設建築物 0 円

単位面積あたりの標準的な補償費 施設建築物の延べ面積（㎡）

当該区域内の戸数密度（戸/㎡） 標準共同施設整備費（円/㎡） 132,000

標準補償費（円/戸） ∑Ｃｎ 0 円

下水道 0 円 電線共同溝等 0 円

区域面積（㎡） 38,000,000 電線共同溝等延長（ｍ）

Ｃf 円/㎡ うち現況の供用済み区域面積（㎡） 標準整備費（円/ｍ） 680,000

標準整備費（円/㎡） 3,600

人工地盤 0 円

控除額 百万円 0 円 人工地盤の延べ面積（㎡）

まちづくり交付金とは別に国庫補助事業等により整備する施設 上限床面積（㎡） 9,400 標準整備費（円/㎡） 5,300,000

標準整備費（円/㎡） 389,628

協議して額を定める大規模構造物等 0 円

調整池 0 円 大規模構造物等 協議状況 整備費（円）

調整池の容積（ｍ3）

標準整備費（円/ｍ3） 140,000

河川 0 円

河川整備延長（ｍ）

合計 0 標準整備費（円/ｍ） 3,700,000 Ｃｎを考慮した場合の交付限度額（Y2) 231219 百万円

要綱第５に掲げる式による限度額算定
＜社会資本整備総合交付金＞

基幹事業(A) 百万円 要綱第Ⅲ編イ-10-(1)　３）式の適用〔提案事業２割拡充〕

提案事業(B) 百万円 平成20年度二次補正予算の執行

合計 百万円 百万円 要綱第Ⅲ編イ-10-(1)　４）式の適用〔中活等の45%拡充〕

要綱第Ⅲ編イ-10-(1)　５）式・６）式の適用〔リノベ事業の50%拡充〕

0

交付対象事業費

363.0 ［１）式］　　α1=4(A+B)/5= 316.4

32.5 ［２）式］　　　 α2=10A/9= 403.3

395.5 交付限度額(X) 158.2

23,000

0 地域交流センター等の公益施設（建築物）

施設名（事業名） 面積（㎡）
国庫補助事業
費等（百万円）

9,628

5

9,628

44,000,000

158.2 X≦Yゆえ、

15,200,000

38,000,000

当該区域
の特性に
応じて国
土交通大
臣が定め
る割合

区域の面積が10ha未満の地区 0.50

最近の国勢調査の結果による人口集中地
区内

0.45

〇 その他の地域 0.40



交付限度額算定表（その２） 原村地区　（長野県　原村）

要綱第Ⅲ編イ-10-(1)に掲げる式による限度額算定（詳細）
※水色のセルに事業費等必要事項を入力して下さい。（百万円単位） 単位：百万円
○交付対象事業費（必ず入力 ） （百万円） （百万円）

基幹事業合計（A） 363.000 A （事業費） １）式で求まる額（4/10*(A+B)） 158.200 ① （国費）
提案事業合計（B） 32.500 B （事業費） ２）式で求まる額（5/9*A） 201.667 ② （国費）
合計(A+B) 395.500 （事業費） 上記①、②の小さい方 158.200 ③ （国費）
提案事業割合(B/(A+B)) 0.083 国費率（③÷(A+B)） 0.400 ④ （国費率）

○拡充の有無
以下の３つの拡充のうち、いずれかの拡充がある場合は、該当する欄に○を記入し、事業費等を入力。

（選択） ⇒ ３）式で求まる額（5/8*A） 0.000 ⑤ （国費）
（選択） ３)式の適用後（適用がある場合は３式反映） 158.200 ⑥ （国費）
（選択） ３）式適用後の国費率（⑥÷(A+B)） 0.400 ⑦ （国費率）

○拡充がある場合の事業費等
平成２０年度二次補正の執行がある場合及び４）式の適用がある場合は、以下に事業費等を入力。

A' （事業費） ③をA'に置き換えた額（A⇒(A-A')+9/8*A') 158.200 ⑧ （国費）
（国費） 執行額を足した額 158.200 ⑨ （国費）

補正適用後（上記⑧、⑨の小さい方） 158.200 ⑩ （国費）
補正適用後の国費率（⑩÷(A+B)） 0.400 ⑪ （国費率）

F （事業費） 適用前の国費率（⑩÷(A+B)） 0.400 ⑫ （国費率）

0.000 （事業費）

適用対象となる基幹事業合計(A") A" （事業費） 適用対象事業費から求まる限度額 0.000 ⑬ （国費）
適用対象となる提案事業合計(B") B" （事業費） 適用後の国費率（⑬÷(A"+B")） #DIV/0! ⑭ （国費率）
適用対象事業のうち翌年度以降の
執行事業費（H）

H （事業費） ４）式適用後の限度額（⑫×F+⑭×H） #DIV/0! ⑮ （国費）

拡充も考慮した交付限度額 158.200 ⑯ （国費）

○交付限度額、国費率の算出

交付対象事業費(A+B) 395.5 （事業費）
交付要綱第５に基づく交付限度額
（⑯を１万円の位を切り捨て）

158.2 ⑰ （国費）

国費率 0.400 ⑱ （国費率）

⇒

交付対象事業費
⇒

・３）式の適用〔提案事業２割拡充〕
・平成２０年度二次補正予算の執行
・４）式の適用〔中活等の４５％拡充〕

平成２０年度二次補正
の執行がある場合

防災対象事業（A’）

⇒
補正予算の執行額

４）式の適用を受ける
場合

計画の認定等の年度末までの執行
事業費（F）

⇒

適用対象となる交付対象事業費
(A"+B")

※４）式の適用を受ける場合で、経過措置を適用しない場合（H21以降新規地区）は、
Fの欄を記入せず、A"、B"を記入し、A"=A、B"=B、H=A"+B"=A+Bとなる。



様式８　年次計画
（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
道路 原　村 48.9 17.1 16.7 15.1

原　村 126.8 10.5 24.3 22.7 28.4 40.9

原　村 35.4 0.2 2.8 20.0 12.4

原　村 25.0 14.4 10.6

原　村 79.2 79.2

原　村 7.0 7.0

村道7080号線（ペンション農場線） 原　村 14.9 4.9 10.0

公園 原　村 15.5 4.8 3.5 3.6 3.6

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 原　村 0.2 0.2

原　村 2.1 2.1

高質空間形成施設 原　村 4.5 4.5

原　村 3.5 3.5

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

計 363.0 41.6 61.8 70.0 69.5 120.1

提案事業

交付対象 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
原　村 0.5 0.5

原　村 5.7 2.8 2.9

原　村 25.5 25.5

原　村 0.3 0.3

原　村 0.5 0.5

計 32.5 28.3 2.9 0.8 0.5 0.0

合計 395.5 69.9 64.7 70.8 70 120.1

累計進捗率　（％） 17.7% 34.0% 51.9% 69.6% 100.0%

交付対象 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費

0 0 0 0 0 0

累計進捗率 （％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

村道9002号線（広河原線）

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

村道7048号線（中央高原別荘地）

八ヶ岳森の小径案内板等整備

村道7254号線（大かつら線）

村道5187号線（山道線）

村道2007号線（エコーライン）

村道6556号線（南原白山線）

阿久遺跡公園環境整備

阿久遺跡案内板整備

ペンション区案内板整備

藤尾根の小径整備

連携生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業

住宅市街地
総合整備
事業

地域創造
支援事業

阿久遺跡利用促進 阿久遺跡公園

八ヶ岳自然文化園眺望確保 八ヶ岳自然文化園

八ヶ岳自然文化園太陽光パネル設置 八ヶ岳自然文化園

移住促進事業

八ヶ岳自然文化園野草園整備事業 八ヶ岳自然文化園

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

まちづくり活動
推進事業

事業活用
調査

（参考）都市機能立地支援関連事業

事業 事業箇所名 事業主体

合計



道路

　都市計画道路名
又はその他道路名 区間

道路
区分

事業
主体

事業
手法 工種 延長

整備後
車線数

歩道
幅員

まち交
事業費

まち交における
事業期間 事業内容

都市計画
決定 備　　考

整備前 整備 （年度）
注１) 注２) m m m 車線 ｍ 百万円 注３） 年月 注４）

＜道路＞
－

村道7048号線
（中央高原別荘地）

エコーライン
～

横見山 市 原村

－

舗装 1,647
4.0
(5.0)

4.0
(5.0) 1

-

48.9 H25～H27 舗装版打換え 3種5級道路、その他村道

村道9002号線
（広河原線）

四季の森東
～

丸山別荘地東 市 原村

－

改築 1,431
4.0
(5.0)

4.0
(5.0) 1

-

126.8 H24～H28 舗装改良
舗装計画交通量Ｎ3

3種5級道路、その他村道

村道7254号線
（大かつら線）

村道2008号線
～

大かつら 市 原村

－

改築 321
4.0
(5.0)

4.0
(5.0) 1

-

35.4 H24～H2７ 舗装改良
舗装計画交通量Ｎ3

3種5級道路、その他村道

村道5187号線
（山道線）

臥竜公園南
～

上里東 市 原村

－

舗装 1,072
4.0
(5.0)

4.0
(5.0) 1

-

25.0 H24～H25 舗装版打換え 3種5級道路、その他村道

村道2007号線
（エコーライン）

狢穴大橋南
～

一番塚交差点 市 原村

－

舗装 2,447
7.3

(10.0)
7.3

(10.0) 2 2.5 79.2 H28 切削オーバーレイ 3種3級道路、2級村道

村道6556号線
（南原白山線）

二枚田川橋
～

深山地区西 市 原村

－

改築 137
4.0
(5.0)

4.0
(5.0) 1

-

7.0 H24 舗装改良
舗装計画交通量Ｎ3

3種5級道路、その他村道

村道7080号線
（ペンション農場線）

第2ペンション西
市 原村

－

改築 320 6.0
4.0
(6.3) 1 1.0 14.9 H26～H27 VS側溝布設、路面カラー表示 3種5級道路、その他村道

（参考）

＜関連事業＞

＊本調書にはｱ)交付対象事業「道路」（街路、地方道、国道、その他）、ｲ)関連事業道路のすべてを記載すること。
　　注１）＜道路＞については、街、地、国、他の別を記載。
             ＜関連事業＞については、国、主、一、市の別を記載。
　　　　　　ただし、街：街路、地：地方道（市町村道）、国：国道、主：主要地方道、一：一般都道府県道、市：市町村道、他：いずれにも該当しないもの
　　注２）＜関連事業＞について通、交、地特、単独、促の別等を記載。補足説明すべき点は備考欄に説明を記載。
　　注３）施設の構造、工法、及び地方道事業においては細工種、街路事業においては沿道区画整理型街路事業等の事業名

　 　　注４）備考には現在の道路状況を把握するために必要なその他の事項で、交通量（人／日）、混雑度等を記載
　　　　　（例）･道路改築：交通量（人／日）、混雑度等
　　　　　　　　･自転車駐車場：都市計画決定の有無、面積、利用台数等
＊交付対象事業「道路」を「身近なまちづくり支援街路事業」等のいわゆるグレードアップ事業として実施する場合は、それらの計画様式を次頁以降に添付すること。
＊不足する場合は適宜行を追加すること

幅員



交付期間H25～H27道路事業　村道7048号線（中央高原別荘地）

（３種５級）



交付期間H24～H28道路事業　村道9002号線（広河原線）

（３種５級）



交付期間H24～H27道路事業　村道7254号線（大かつら線）

（３種５級）



交付期間H24～H25道路事業　村道5187号線（山道線）

（３種５級）



交付期間H28道路事業　村道2007号線（エコーライン）

（３種３級）



交付期間H24道路事業　村道6556号線（南原白山線）

（３種５級）



交付期間H26～H27道路事業　村道7080号線（ペンション農場線）

（３種５級）

ペンション地区

八ヶ岳自然文化園

白線

カラー表示

側溝

イメージ図



公園（都市公園補助事業採択要件外）

交付期間内事業費内訳

公園等名（*1） 種別等（*2） 事業主体（*3） 概要（面積(㎡)等） 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考（*5）

（*4） 事業費（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

阿久遺跡公園環境整備 無 原村
全体面積　6.01ha
条例設置公園

15.5 15.5
伐採　32,000㎡
ウッドチップ敷設
あずま屋　1棟

合計 － － － 15.5 15.5 －

*1　公園等名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。

*2　「種別等」欄には、都市公園の種別である「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「動植物公園」、「歴史公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、

　 　「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　都市公園でない場合は「無」を記入し、「概要（面積等）」欄に制度上の位置付け（条例設置公園等）を簡潔に記載。

*3　「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）

*4　「概要（面積(㎡)等）」欄には、都市公園でない場合に公園としての制度上の位置づけを記入する他、計画面積（単位：㎡）等を記入すること。

*5　「備考」欄には整備する主な施設（園路、植栽、あずまや、体験学習施設等）を簡潔に記載。

*6　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。



交付期間H24～H27公 園 事 業 (阿久遺跡公園環境整備)

あずま屋（3.6m×7.2m×3.0m）
イメージ写真

伐採 32,000㎡（網掛け部）

ウッドチップ敷設（青色実線部）

あずま屋 １棟



地域生活基盤施設 単位：百万円

概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （面積、幅員、 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考

（路線名等） 延長、規模等） 事業費 うち購入費

緑地 －

広場 －

駐車場

自転車駐車場

荷物共同集配施設

公開空地 －

情報板 阿久遺跡案内板整備 原村 道路案内板4基 0.2 0.2 －

ペンション区案内板整備 原村 道路案内板等17基 2.1 2.1

施設種別：

－

合計 － － － 2.3 2.3

・施設名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。
・「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）
・「駐車場」、「自転車駐車場」については、「概要」欄に、形式（立体○層、タワーパーキング、地下駐輪場等）、面積及び駐車台数を記入。
・駐車場については、「備考」欄に駐車場全体の整備に要する費用を記入。
・自転車駐車場については、「備考」欄に都市計画決定の有無、自転車駐車施設整備計画における位置づけの有無、自転車駐車場に関する附置義務条例等
　における位置づけの有無を記入すること。
・地域防災施設の「施設名」欄には、耐水性貯水槽、備蓄倉庫、放送施設、情報通信施設、発電施設、排水再利用施設、避難空間等の施設の種別を記入。
・共同駐車場については、別の所定のシートに記載すること。

地域防災施設

人工地盤



交付期間H24地域生活基盤施設(阿久遺跡案内板整備）
○概要

案内板 300mm×600mm

4基設置

周辺図



交付期間H26地域生活基盤施設(ペンション区案内板整備）
○概要

大型案内板 1基設置 1500×1000

誘導案内板 4基設置 40×300×800

ペンション案内板 12基設置 400×750

大型案内板

誘導案内板

ペンション案内

大型案内板

イメージ図

誘導案内板 イメージ図

ペンション案内板

イメージ図



高質空間形成施設 単位：百万円

概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （箇所数、規模等） 交付期間内 備考

事業費 設計費 用地費 施設整備費

八ヶ岳森の小径
案内板等整備

原村
案内板　3基
道標　34基

4.5 4.5

藤尾根の小径整備 原村
遊歩道整備
延長350m、幅員2.0m

3.5 3.5

電線類地下埋設施
設

電柱電線類移設

地域冷暖房施設 － －

歩行支援施設、障害
者誘導施設等

合計 － － － 8.0 8.0

緑化施設等（植栽・
緑化施設、せせらぎ・
カスケード、カラー舗
装・石畳、照明施設、

ストリートファニ
チャー・モニュメント

等）



交付期間H24高質空間形成施設(八ヶ岳森の小径案内板等整備）

□ 案内板（3基）

● 道標（34基）

案内板イメージ図

道標イメージ図



高質空間形成施設(藤尾根の小径整備） 交付期間H25

遊歩道

延長350m、幅員2.0m



事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費

阿久遺跡利用促進事業 阿久遺跡公園の利用を促進する 原村 Ｈ２７ Ｈ２７ 0.5 0.5 案内看板１基

八ヶ岳自然文化園
眺望確保事業

公園から山なみや湖の眺望を確保 原村 Ｈ２４ Ｈ２５ 5.7 5.7 間伐　8,718㎡

八ヶ岳自然文化園
太陽光パネル設置事
業

太陽光パネル発電施設 原村 Ｈ２４ Ｈ２４ 25.5 25.5
パネル990mm×1,662mm×46mm
７５枚設置

移住促進事業 移住希望者用パンフレット作成 原村 Ｈ２６ Ｈ２６ 0.3 0.3 移住希望者用パンフレット印刷製本　0.3

八ヶ岳自然文化園野草
園整備事業

八ヶ岳自然文化園内に野草園を整備する 原村 Ｈ２６ Ｈ２６ 0.5 0.5
ポリロープ　772m
杭（ACQ剤注入杉材）　418本

事業費の主な使途概要 その他事業名 事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間 交付期間内事業費



交付期間H27提案事業　地域創造支援事業 (阿久遺跡利用促進）

案内看板 イメージ図

案内看板 1基



交付期間H24～H25提案事業　地域創造支援事業 (八ヶ岳自然文化園眺望確保)

間伐 8,718㎡

写真青線部陵線の眺望を確保

写真青線部山なみや湖面の眺望を確保



交付期間H24提案事業　地域創造支援事業 （八ヶ岳自然文化園太陽光パネル設置）

○概要

太陽光パネル 75枚

（990mm×1,662mm×46mm）



交付期間H26提案事業　地域創造支援事業 (八ヶ岳自然文化園野草園遊歩道整備事業）

○概要

ポリロープ 772m設置

杭（ACQ剤注入杉材） 直径6cm 418本

設置箇所図

設置イメージ

設置箇所
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